
〇 あり方検討委員会で検討するテーマ 

 

第１回 公立病院としての役割（現状把握） 

  国及び広島県の地域医療構想を念頭に置き、安芸太田病院として「5疾病 6事業」に対

する対応方針を明確にしていただきます。 

 

＜現在考えられる安芸太田病院に求められる役割＞ 

 

 

第２回 診療規模の適正化 

想定される将来入院患者数、目標とする病床利用率等、収支状況等、複数の視点から、

安芸太田病院の適正規模（病床数）を検討いただきます。 

 

  

資料６ 



第２回 在宅医療と総合診療 

  住民の高齢化や集落の分散、独居世帯の増加等、「病院や診療所に通院できない患者」

に対して、「在宅医療の拠点としての役割」「往診・訪問診療の方向性」「安芸太田町訪問看

護ステーションの役割」等、複数の視点により在宅医療のあり方を検討いただきます。 

 

＜現時点で考えられる検討内容＞ 

 

 

第３回 医療収益改善に向けた取組 

 安芸太田病院の経営状況や病院建物の修繕等の費用試算等から、医業収益改善に向けた

取組（人件費等職員の適正規模、施設整備、DXの導入 等）を検討いただきます。 

 

＜現時点で考えられる検討内容＞ 

 

 

第３回 戸河内診療所の方向性 

  安芸太田病院のサテライト診療所としての役割を担っている戸河内診療所の方向性

（現状維持、病院への診療機能の集約化）等を検討いただきます。 

 

＜現時点で考えられる方向性＞ 

 

  



第４回 地域住民の健康増進のあり方 

安芸太田病院は「ヘルスケアから“ウェルネス”実現のサポーター」であることから、

医療提供のあり方だけでなく、「地域住民の健康増進」「住民から継続して応援される病

院」を実現させるためのあり方の検討も必要になると考えます。 

 

＜現時点で考えられる検討項目＞ 

 

 


